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２．研究の進捗状況 １．研究計画の概要 
 人間の認知と行動に対するミクロ的アプ

ローチでは、経済主体の認知と行動について、
千葉大学外池光雄教授と共同で実験と解析
を行い、英文論文にまとめ、国際誌に発表し
た。そして、有斐閣から「経済心理学」を編
集し、出版した。脳活動の測定と解析に基づ
く人間行動の分析を岡田章氏と共同で、ゲー
ムの実験として行った。 

本研究は、人間の認知と行動に対するミク
ロ的アプローチと、人的資本、成長、国際経
済と自己組織化に対するマクロ的アプロー
チを統合することにより、新しい経済理論を
構築しようというものである。 
 各経済主体は、それぞれの目的に照らして、
現実を認知し、意思決定を行うが、多数の経
済主体が同時的に行動すると、個々の主体の
認識する与件が、他の主体の行動により変化
する。その結果、多数の個人の集合体である
組織の形成と、各主体の意思決定の相互依存
関係が研究対象となる。多数の組織から成る
市場の動き、複数の経済から成る地域経済や
国際経済の均衡とその動学、一国の経済とそ
の成長過程、そして多数国の国民経済の連関
へと、また、教育投資、技術革新、経済と社
会保障とミクロからマクロへと視点を次第
に拡張する際に、同様の構造が繰り返し現れ
る。相互依存の結果としてもたらされる市場
均衡の動学、そしてその経済へのフィードバ
ックが、テーマを位置づけている。 

閉鎖経済と国際経済に関するマクロ的ア
プローチでは、マクロ動学モデルを地域間や
多国間モデルに拡張し、均衡経路が多数出現
する不決定性の問題、多くの主体や、より多
くの種類の資本財が存在することで生じる、
高次元における動学の分析を行った。マルセ
ーユ大学の Alain Venditti 教授、New York 
大学の Jess Benhabib 教授、コーネル大学の
Tapan Mitra教授との共同研究によるもので
ある。  

なお、西村和雄は、2006 年 7 月に京都大
学で差分方程式の数学と応用についての国
際会議を主催し、講演を行った。2007 年 2
月には、東京で経済理論の国際会議を開催し
た。  また、経済学のみでなく、物理学など他分

野の研究者との共同研究および学際的視野
を必要とする社会問題まで包含する。 

また、国際学術専門誌の、Economic Theory, 
Journal of Mathematical Economics, The 
Japanese Economic Theory の特集号を編
集し、出版した。 

 具体的には、ミクロレベルで、経済主体（家
計・企業・政府）による与件の認知、学習が
各主体の行動に及ぼす相互依存関係を、実験、
解析と数理モデルにより分析し、マクロレベ
ルで、非線形動学モデルによる経済分析を深
化させる。関連する経済の自己組織臨界現象
の研究、行動経済学の研究についても、学際
的共同研究を行う。 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
本研究は、人間の認知と行動に対するミクロ
的アプローチと、閉鎖経済と国際経済に関す
るマクロ的アプローチを統合することによ



り、新しい経済理論を構築しようというもの
である。 

現在までに、個人の脳と認知活動の分析を
行い、マクロの経済動学分析も行った。期待
された成果はほぼ得られている。現在ミクロ
とマクロの間をつなぐ、行動経済学的実験を
行って、その結果をまとめてゆくところであ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 

脳活動の測定と理解に基づく人間行動の
分析を岡田章氏と共同で、ゲームの実験とし
て行い、結果をまとめる予定である。 

また、マクロ経済動学では、国際貿易モデ
ルにおいて、各国間の経済変動の関連性につ
いての非線形動学分析は、Eric Bond, 岩佐
和道氏との共同論文を作成する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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